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■目的: 歯科医療において,感染性微生物のコントロールはきわめて重要であるが,現在の感染

根管治療では,強力な消毒薬を用いるにもかかわらず,システマティックレビューでは治療後20～

30％程度が再発するとされている.また,強力な消毒薬による事故例や残留毒性による有害事象例

も報告されている.したがって現在の問題点を克服できる新たな殺菌方法が必要と考えられる.そ

こで,我々はプラズマ殺菌が感染歯質に応用することが有効であるか検討を始めている.一般にプ

ラズマ殺菌では,細菌に直接照射されない液中殺菌の実現は困難なため生体組織に対しての適応

が難しいが,大気圧低温プラズマを低 pH 環境で用いた場合（低 pH 法）[1]は in vitroで有効性を

検証している [2].今回,プラズマを感染根管の殺菌による無菌化に応用できるかを検討すること

を目的とした. 

■感染歯質モデルでの殺菌効果：歯の主要無機成分であるハイドロキシアパタイトペレットおよ

びヒト臼歯象牙質スライスに，難治性感染根管から分離される口腔内細菌（Enterococcus 

faecalis）を 106-107CFU/10μl 接種して感染歯質のモデルを構築し,殺菌実験を行った．クエン酸

緩衝液（pH3.5，4.5）500μl に入れ，５分間プラズマ照射後，緩衝液を取り除き，評価は細菌の

呼吸活性を検出するRedox indicatorの蛍光度で行った．その結果,どちらのモデルでも99-99.9％

の殺菌力であった. 

■感染根管モデルでのプラズマ照射およびプラズマ処理水による殺菌効果：ヒト前歯の抜去歯か

ら歯髄を除去した根管腔に、E.faecalisを 104-105CFU/10μL 接種して一晩培養し感染モデルを作

成した.クエン酸緩衝液（pH3.5）を注入後にプラズマ照

射し,滅菌ペーパーポイントを根管内に挿入・浸漬したも

のを液体培地にて培養したが,満足な殺菌効果が得られ

なかった.そこで,あらかじめ水にプラズマを照射し,十

分な活性種を含有させたプラズマ処理水（PTW）を生成し

たものを，クエン酸緩衝液で pH3.5 に調整し、根管に挿

入 30 秒後に抜取り,液体培地で培養試験した.プラズマ

処理水は希釈して実験に使用し，60％希釈では 30 秒での

無菌化成功率は 85.7％,原液では 100％であった（図）. 

■まとめ：低 pH 条件下プラズマ照射およびプラズマ処理水殺菌は 感染歯質および感染根管モデ

ルで十分な殺菌効果が得られ,歯科臨床における新たな殺菌方法としてプラズマの性質に期

待できると考えられる．プラズマ処理水は高い殺菌力を持ちつつも体温環境下では速やかに失

活するという特徴を有しており,今後,実験動物を用いて in vivo での殺菌力ならび安全性の検証

を進める予定である. 
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